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【
昔
の
遊
び
】

12
月
12
日
（
水
）
塚
脇
小
学

校
の
１
年
生
は
、
「
生
活
」
の

時
間
を
活
用
し
て
松
岡
祥
生
さ

ん
を
は
じ
め
、
６
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
『
昔
の
遊
び
』
を
行
い

ま
し
た
。

内
容
は
、
「
シ
ュ
ロ
の
葉
の

バ
ッ
タ
つ
く
り
」
「
コ
マ
ま
わ

し
」
「
お
は
じ
き
」
「
あ
や
取

り
」
「
お
手
玉
」
の
５
種
類
と

多
彩
で
、
児
童
か
ら
は
初
め
て

し
た
遊
び
も
あ
り
、
大
変
楽
し

か
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

【
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理
】

12
月
19
日
（
月
）
小
田
小
学

校
で
学
校
園
で
丹
精
こ
め
て
栽

培
し
た
『
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ

た
調
理
実
習
』
が
、
古
川
弥
生

さ
ん
外
２
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
ご
協
力
で
行
わ
れ
、

1
・
2
・
3
年
生
は
『
イ
モ
ま

ん
じ
ゅ
う
』
、
6
年
生
は
『
さ

つ
ま
汁
』
つ
く
り
に
、
馴
れ
な

い
手
つ
き
で
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
あ
ん
こ
を
丸
め
る
の
が
難

し
か
っ
た
」
「
お
い
し
か
っ
た
。

今
度
は
家
で
作
っ
て
み
た
い
」

等
の
感
想
が
聞
か
れ
、
感
動
の

家
庭
科
の
授
業
で
し
た
。

(

くすふれ愛だより２月号

日
頃
か
ら
く
す
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を
ご
利
用
頂
い
て
い
る
「
生

涯
学
習
・
趣
味
の
会
」
の
皆
さ
ん
か
ら
、
会
館
の
各
部
屋
に
掛
け

時
計
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
築
時
に
は
、
個
人
の
方
な
ど
か
ら
玄
関
や
廊
下
に
時
計
を
い

た
だ
き
、
こ
の
度
各
部
屋
に
も
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
利
用

者
の
皆
様
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

時
計
の
ご
寄
贈
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

学
校
支
援
活
動

～学校支援活動～
（地域「協育力」向上支援事業）

次代を担う子ども達を
学校・家庭のみでなく、
地域の大人たちが地域の
宝として、実情に応じて
学校・家庭との更なる連
携の中で育てようとする
取り組み。

「コマまわし」…うまく回ったかな？

先生の手元をしっかり見て、上手に丸めましょう

1月14日（県野鳥調査の日）に、玖珠地

区青少年健全育成協議会による野鳥観察会

が、きりかぶ緑の少年団、つのむれ緑の少

年団を合せた12名と、玖珠野鳥の会、日田

・県野鳥の会、役場、振興局、わらべの館

の方々の指導協力により開催されました。

当日は風があまりなく、気温も比較的暖

かかったので、観察時間も少し長めとなり、

あまり聞き慣れない「バン」や「ミサゴ」

という名前の鳥など、指導者の方のスコー

プにとらえた野鳥の姿をみることができま

した。

年間を通じて身近にいる「留鳥」と、冬

や夏に飛来する「渡鳥」について教えてい

ただくとともに、周りの鳥たちをやさしく

丁寧に観察してほしいとの指導がありまし

た。

きりかぶ緑の少年団では、1月

14日に5人が参加して、玖珠川

べりのゴミ拾い活動をし、鳥や

魚にとって水辺の環境がどのよう

になっているかを調査しました。

1時間の活動で、大小のいろい

ろなゴミを拾い、分類してみると

26種80個を超えるものになりま

した。

鳥や魚は、捨てられた物をどれ

もかまわず飲み込んでしまい、時

に命にかかわることもあることを

指導者に教えてもらい、貴重な学

習をしました。

野鳥観察会

水辺の環境しらべ

特に多かったのは、タバコの吸い殻・ペットボトル・
ビニール袋・食品トレーなどでした

見
え
た
！

-２-


